
断
秋

０
０

０
こ

揚孵

特
集
●
座
議
会

日
・韓
伝
続
楽
轟
含
同
濱
奏

へ
の
旅

Ｎ
Ч
特
別
寄
稿
●
岸
辺
威
雄

対
談
●
中
島
靖
子
◆

山
岡
知
博



渉
蓼

多

い
つ
た

っ
た
か
　
集
＝
＝
崚
¨
か
ら
の
メ
ン
パ
ー
の
　
人

に

ぅ
人
口

の
と

い

人
々
は
　
う
の

、
デ
ィ
ヴ

ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト

・
を
初
●
し
た
嗅
の
た
■

に
比
べ

る
と
す

Ｌ
ポ
４
と
Ｌ

，
く
な

っ
た
」
し

い
う
よ
う
な
こ
と
を
一〓

っ
た
と
こ
ろ

そ
の
ヴ

ェ
テ
ラ
ン
は

、
と
ん
で
も
な

い
　
■
中
は
■

々
に
比
べ
て
計
来
が
な

い

の
だ
か
ら
ｔ
ｉ
く
■

っ
た
ｔ
は

，
―
え
な

い
ん
だ
」
ｔ
う
な
ず
て
‐―――
世
代

の
仲
――――

‥
人

に
け

，
Ｌ
し
て
き
た

そ
う
言
わ
れ
て
ｉ
　
当
咋
‘，１
１‐‐―
や

つ
て
も
―――
水
な
か

っ
た
価
晰
が

，

の
サ
綺

の
■

に
■
チ
る
と

，
そ
の
よ
う

に
出
来
て
し
ま
う

の
で

，
３
■
″
が
な

い
　

さ

¨
●
‥
兜
を
忙
一
一ご
よ

ヽ

　

・〓

っ
た

，
〓
う

・^
〓
れ
た
が

　

　

次

の
Ｌ
間

ｔ
，
少
〓
■
う
す
ｉ

ｔ
ｔ
´

■
セ

『
キ
■

，
な
●
―
ゃ
１
１
ぐ
な

い
・　
〓
即
性

三
言

い
狡

´
■

，
占
こ
■

、̈
■

ヽ

・ｔ
気
占

い
●
そ

，
■
を
私
は
■
し

■
と
さ

，
ヽ
中
一
´̈
＾
ヽ

二
十
五
「
年
　
〓

り
記
●
サ
ｔ
‘

一
ま
１
〓

〓
ｔ
ｉ
ｔ

ヽ
　
・長
●
ヽ
よ
う
‘

慨

″

数

＾
た

　

そ

の

■

ヽ

〓

―

力

Ｌ
一ｔ

●

〓

　

尋

・

´

〓

〓

１

　

一
朽

ｔ

ヽ

”

＝
ｔ
が
興

一
■
や
ま
な
す
一
た
こ
‥
を
●
だ
”

い
う
こ
〓
う
〓
●
る
　
■
え
ご

ら
の
‘
語
は
そ

′ｔ
ｔ
ｉ
‥
ル
一語

´
て
く
れ
た
０
だ

´
ｔ

佐

軽
　
敏

Ｌ

Ｌ^
ＩＩＩ
‘

目

次

●

―
ミ

´

書
顧
ロ

“
修
“
直

　
―

”
■
″
■
麟
奮

＝
　
韓
伝
社
■
澪
合
同
＝
奏

へ
の
旅

●
出
　
■
　
　
本
に
　
　
■
ａ
颯
　
余
良
表
ｔ

川
付
怖
男

一■
■
ヽ

特
別
●
●

＝
本
″
米
無
団
を
議
ｔ

ｉ

対

麟

中
，
■
，
１
１
１

１

日
本
書
楽
●
団
定
０
■
賽
会
か
ら

”

“
国
ｉ
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一■

■

い
日
ｔ
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
¨
¨

・■
“
―‐‐ｌ
ｔ
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■̈
〓

屁
代
邦
楽
●
情

　

そ
の
６

平
彙
京
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

Ｈ
小
〓
４
集
団

メ

ン
＾
―
入

お
珈
ｔ

ｔ
　
〓
欠

餞
記

彙
菫
子
の
三
味
●
み
て
あ
０
日
●

Ｉ
ｌｌ
■
●
Ｉ

は
，
ｒ
ん
■

＝
小
●
■
■
＝
”
●
〓
Ｆ

”
忙
計

＝
●
Ｉ
Ｉ
喪
――

〕
今
伐
●
〓
ｔ

■

■
■
ｔ

　

＝

フ
ラ
ン
ス
公
議
報
告
　
５

＾
■
薇
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出 席

石
「

卜 志 (音 楽評鶴鶉

i本 ● (作曲家 本公演芸術額問)

●情t風 (団員 尺八)

茶良壺寛(事務局長|

「
111拓

"●

言揮 司会
'

日
本
音
楽
集
団
は
九
月
五
日
か

ら
九
月
＋
三
日
ま
で
　
創
立
二
十

五
周
年
の
記
念
事
業
の

一
つ
と
し

て
初
の
韓
固
公
濱

（第
十
六
次
海

外
洟
葵
旅
行
　
文
化
庁
　
国
際
交

流
基
金
助
咸
）
を
行
っ
た
か
　
韓

国
中
央
国
楽
管
絃
楽
団
と
の
合
同

洟
奏
で

「Ｓ
Ｏ
ｕ
Ｌ
只
三
木
稔
作

山
）
と
「自
〓
朴
範
薫
作
由
）
を
初

浸
し
　
ツ
ウ
ル
　
光
州
　
全
州

大
邸
の
各
地
で
晴
衆
の
熟
狂
的
な

歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
　
両
国
の

音
楽
史
上
　
大
き
な
出
来
事
と
言

え
る
。
ま
た
颯
国
中
央
国
楽
管
核

楽
回
は
十

一
月
二
日
に
行
わ
れ
る

日
本
音
楽
集
国
創
ユ
二
十
五
日
年

配
念
菫
員
会

（第
百
十
回
定
期
）

に
向
け
て
の
来
日
か
決
定
　
東
京

で
の
合
同
浸
姜
が
再
現
さ
れ
る
な

ど
、
今
回
の
日
　
韓
両
国
伝
統
楽

器
た
ち
の
交
流
は
大
変
意
義
深
い

も
の
が
あ
る
。

韓
固
公
濱
に
同
着
し
た
諸
氏
に

語
っ
て
も
ら
っ
た
。

日
一　

２

―́
"‐

~・ ‐́
|

‐ 1■ t



日
本
文
化
の
源
流

へ
の
旅
を
企
画

し工41

華
奈良義寛

日
村
　
念
颯
の
韓
国
公
隣
が
実
現
し
ま
ｔ

た
が
　
絆
わ

っ
て
み
る
と
　
何
故
ｔ

一
ｔ

，
く
０
国

に
行
か
な
が

っ
た
の
か
せ

い
う

思

い
が
ｔ

，
し
た
　
民
絞
的

に
も
　
禁
紋

的
に
も
　
１
た
Ｅ
敢
０
精
神
を
深
く
受
●

て
い
る
●
一ｒ
ｔ
非
常
に
逝

Ｌ
隣
人
だ
Ｌ

青
来
や
楽
じ

に
も
共
通
な
部
分
が
あ
る
●

そ
を
大

い
Ｌ
じ
し
て

，
た
わ
け
で
す
が

最
初

●
令
山
を
担
当
し
た
奈
良
■

，
局
長

，
；
お
緻

い
ｔ
〓
↓

豪
ｎ
　
今
年
　
集
円
は
創
“
　
■
上
周
■

を
迎
え
る
に
め
た

，
　
何
か
に
含
的
事
業

を
し
た

０
せ

Ｔ
，
〓
‥
て
　
１
年
荊

，
ら

企
画
を
立
‘
で
さ
‥
ｔ
た
　
昨
年

１
３

業
＝
が
米
国
公
綺
を
し
て
０
ち
曖

●
‥
檜

中
　
韓
綺

の
共
薇
　
が

，
ウ

″
て
め

，

，
嬌
４
が
出
演
し
た
〓
‥
が
泉
人
の
契
崚

に
な

つ
た
―
せ

い
ま
す
　
当
初
は
第
■
回

Π
め

‘―，
国
公
演
を
行
う

０
さ
が
モ
■
あ

●

た
０
れ

，
　
そ
れ
〓
輸
国
を
含
め
た
彙
′

グ
ア
公
演
‥
ｔ
ｉ
　
ｌｌ
本
文
化
の
碑
流
た

る
そ
〓
あ
を
中
国
大
陸
　
倒
鮮
半
島

に
～

を
め
る
旅
を
て
た
４
さ

ｏ
せ
面
白

い
も
の

ｒ
出
十
‘
だ
ろ
う
１
思

っ
た
わ
―，
で
す

し
か
ζ
第

一
回
Ｈ
の

，１，
日
公
市
で
中
央
民

族
栗
Ｈ
と
共
面
し
　
崚
功
を
ヽ
さ
つ
て
０

‘
雑
験

，
■
　
伸
回
‘
‘
炭
族
豪
Ы
‘
共

Ｆ
Ｃ
　

一
方
的
な

●
レ
十
１
卜
を
は
違
う

真

の
国
際
交
薇
を
し
て
〓
よ
う
と

い
う
〓

〓
ち
●
眼
＝
が
あ
―
〓
せ
た

結
局
　
人
′
門
事
件
の
た
め
ｔ
中
国
公

演
は
鉄
含
な
が
〓
年
期
延
期
を
ι
　
綸
国

公
滴
だ
●
が
■
現
ｔ
た
わ
け
ｒ
す

〓
■
　
■
年
の
　
＝

中

韓
笛
の
共
薇

は
　

，

●
　
オ
ー

，
ビ

，
，
の
イ
ヴ

、
レ

ー
の
　
一
‥

せ
て
ヽ
Ｂ
ヽ
二
呼
＝
按
ｔ
●
）

″
―
＝
し
た
―
の
で
　
　

，
■
ｉ
ｔ
日
■

の
相
颯

”
民
“
会
の
人
た

，
い
た
ヽ
■
●

，
キ
ャ
ー
●
シ
キ
ー
ト
■
〓
〓

，
ウ

●

人
■
　
彗
山
ｒ
や
●
〓
‥

，
　
８
　
中

韓
の
文
化
が
　

，

■
■
ｔ
‘
●
わ
０
る
こ

●
ｔ
　
ｔ
■

●

・
一
ｉ
朽
“
´
い
〓
〓
‘

う
，

「
ｔ
ｔ
ｔ

●
●
に
つ
●

，
一，

，
民

”
来
■

，
■

一
〓
■
‘
〓
‥
●
‘
■
執

●

興
Ｌ

，
■
●
■

，
う
●
　
４
地
子
■
‥
●

＾
０
お
イ
〓

一
●

＾
一
ｔ
　
Ｌ

´
〓
＝
本

ｒ
ヽ
＝
ｋ

，
●
■
　

，
―
　
方
”
〓
う
●

‘
―
↓
ｔ

‘
レ

一
〓
●

〓
ｔ
　

，
　
韓

―――
●
■
●
〓
■
‘
　
＝

、
人
ゲ
＝
“
を
‘

■

●
１
●
　
●
■
一―
）
■
Ｉ
〓
■
■
さ
せ

‘

●
一
●
■
●
　
　
峙
‐―１
０
人

，
■

●
一

１
■
ヽ
一１
■

一
■
■

■
■
議

・，
高
さ
を

，、一　
　
　
　
＾
ヽ
●

を
償
い
‥
そ
し
て
、
そ
れ

を
超
え
た
互
い
の
魂
を

振
り
起
こ
す
些
一木
作
品

田
村
　
性
や
の
民
●
Ｉ
来
メ
ー，
■
‥
４
４

ｔ
て
●
●
ｔ

●
，
■
ｔ
＝
ｔ
ｒ

ｔ
ｉ
ｔ
ｔ

●
　
午
向
　
介
向
＝
＾
曲
　
山
が
■
１

４

‥
ｔ
ｔ
タ
　

ーー
ト
＝
´
１

，
　
ホ
〓
ん
の

、
、
０
し
Ｌ
一
　

一
”
仙
を
■
ヽ
●
■
■

¨

一
つ
　
一本
さ
ん
の
思

●
を
〓

，
〓
―

〓
木
　
呻
国
の
楽
Ｈ
‥

”
■
■

つ
〓

●
，

●
●
　
“
■
］
　
＝
●
４
”
栞
団

，
，
，

イ
　
ア

，
十

，
ブ

”
”
木
ｉ
ｔ
た
時
　
■

―――
●
た

，

，
鋼
↑
ｔ
ｔ
艘

い
た
　
候
”
憫

人
的
‘
中
‥
ｔ
て
　
汁
″

ヽ
′
ダ

，
”

エ

ス
一

，
，
　
オ
ー
ケ
ズ
ト

ラ
を
＝

●
て

，

ｌ
ｔ

●
１

一
，
こ
と
“
め
，
　
●
民
卜
の

■
■

●
＝
じ
●

ｔ
拘

¨
■
●
〓
た

●
〓
じ

。
で

い
た
崚
ｒ
ｔ
ｔ
　
¨
――ｌ
ｔ
●
■
■
〓

●

え
た
あ
ｔ
ｔ

一
た
し

　
´
＋
ウ
イ
　
●

，
十

，
デ

´
″
特

●
た
０
　
中
「
↓
民
‘

■
間
が
●

，
チ
ゆ
円
地
〓
‥
を
■

，

ｔ
，

，
７
１
ｔ
ｔ
¨
‘
●
●
●
‥
■
　
碑
ｈ
”

”̈
●
に
は
‘

，
チ
〓
は
“
”
‘
‘
ｉ
ｔ

，

¨
‘
”
〓
　
■
●
０
年
汁
〓
〓
■
川
“

‘

そ
“
●
■
い
‘
〓
る
一

，
一

，
，

●
し

，

ｔ
な
０

●
〓

‘
う

●
　́
●
‘
　
１
　
　
一

ｔ
　
〓
０
●
　
■
〓

ヽ
¨
〓
―
一
●
―

，

を
崎

●
■
●

●
〓
　
〓
　
一
■
■
●

●
す

卿
●
れ
て
力
●
　
■
■

ヽ
　́
■
　
■

、

■
●
メ
多
人
欧
●
■
１

，
■
１
一
■
ム
●

，
焦
性

●
■
ｔ

●
〓
‘
〓
＾
　

・
―

ヽ
■

ｔ
●
一
ｔ
¨
一

Ｆ
曲
●
１
■

，

　
一
　
ヽ
　
Ｌ

一
ケ
ー

＝
本
●
　
■
¨

●
侵
“

，
■
匙
‥
´
〓
た

こ
と
ャ
■
し
　
′
「
■
”
ィ
・
一■
　

，
，

デ
ｔ
ｉ
お
，
た

，
　
●
　
２

●
，

■
　
■

●
の
　
Ｔ
ヽ
ヽ
Ａ
ヽ
―
‘
　
Ｍ
Ｆ
　

，
■

■
　
■
４
一̈

´
一
″
」一
一
´
■
　

¨
■

，

餞
，
こ
こ
十
１
１

，

〓

●
〓
　
■
■
Ч
●

Ｉ
ｔ
Ｒ
Ｉ
　

，
ｔ

・
せ
た

０
●
●
キ

ロ
村
　
　
Ｉ

●
‘
　
●
人

三
■
で
〉
ｆ
使

わ
れ
た
餃
く
”
■
磁
ｔ
メ

入
´
ｔ

●
ｉ
ｔ

た
ム

〓
木

　

―
‘
　
ヽ
日
の
＝
”
ｔ
打
■
〓
メ

細
■

●
〓

″
ｔ
他
は

，

・，
１
〓
‘
十

田
村
　
人
交
奥
¨

¨
■
‥
■

●
ま
十
　
悴

「
つ
メ

，
一
ｌ
ｔ
戴

，
窯
れ
の
　
■
〓
，

も
　
し
ｔ
ち
連

０
ラ
ン
ポ
の
　
童

の
方
を

生
き
生
―
‥
無
雅
に

，
な
し
て
０
ｌ
ι
た

ね
　
秋
父
屋
吉
囃
ι
を

い
れ
る
に
つ
い
て

は
二
嬌
“
”
～
掟
率
が
あ

一
た
と
か
…

〓
木
　

，
う
な
ん
で
す
　
初
め
は
全
部
衡

て
く
■

●
う
と
思

０
て
い
ま
し
た
が
　
一

惰
な
か
ら
の
提
案
も
あ

っ
て
決
ｉ
ｔ
ｉ
ｔ

た
　
打
索
薔
●
タ
レ

●
ン
を
新
し
て
し
て

＾
０
ま
し
た
が
　
こ
れ
は

、
一
ツ

レ
六

ス
し

，
チ

、
ア
ル
・
‥
卜

，
候
の
前
の
中

ｆ
も
敏

ぅ
て
い
ま
す
　
世
罪
中
の
す
ぺ
で

の
楽
〓
て
共
演
‘
‥
る
ι

●
う

‐Ｉ
罷
性
を

開
“
し
て
お
く
〓
‥
は
　
共
Ч

●
ｔ

´
ｔ

ｔ
，

た
性
を
用
く
こ
と
●
〓
‘
の
‘
最
初

の
若
想

に
置

●
た
め
て
十

日
村
　
な
‘

，
ど
　
轟
＝
的

●
み
で
藪
功

ι
た
の
イ
は
４

●
‘
―
　
一，
●

奈
良
　
■

＾
阿
崚
踊
―
〉

今

＾
秋
ｔ
星
台

暉
ｔ
〉
ｔ

，
，
さ
せ
ｆ
十

，

実^

ｔ

〓
本
　

，
′

‘
の
体
系
は
　
世
然
¨

●
人

０
て
分
●
■
■

「
あ
る
　

一
つ
は
Ｘ
じ
―

―
ル
・■
ヽ
ビ
ー
ト
型
‥
ヽ
イ
ン
タ
型
　
〓

”
〓
ち
―

，
■

●
は
つ
中
を
記
れ
”

い
´

め

０
ま
十

―

―

、

ヽ

―

日

３三木 稔
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ヽ 一

よ
っ
て
勢
い
づ
け
ら
れ
た
。

田
村

　

●

川

ｔ
千

〓

，
，

●
´
―

●
一
●
●
　
　
　

一^

一
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特別寄稿

日本音楽集団を讃える

東京大学名誉教授

東岸普楽学会会長
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史
４
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縫
―
来

′
，
―
ズ
　
新
入
ェ
＾
全
〓
〓
●

自
押
て
〓
■
　
　
年
●
　
卜
■
●
１
■
〓

会
を

，

っ
た
●
４
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＾
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＾
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■
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Ｆ
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＋
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〓
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＋
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＾
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■
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＾
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■
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＾
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■
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ｉ
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ｕ
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楽
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＾
Ｈ
”
叫
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２
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＾
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伐
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っ
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＾
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■
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Ｍ
の
こ
れ
ま
ｆ

の
●
‥
―

に
私
〓
餃

ム
ｔ
〓
キ
　
■
■
Ｉ

楽

＾
”
′
プ
ｏ
ｌ

，
■
今
後

”
＝
地
●
‥

〓
う
　
〓
の
場
合
も
■
り
な
薇
取
′
距
■

て
ほ
ι
●
‥
賄

´
て
●
１
＋
　
祥
■
の
十

′
フ
ス
化
〓
そ
　
上
川

，

■

´
●
■
判

ｆ
す
　
よ
の
見
る
‥
〓
ス
　
‥
●
■
●
用

辺
の
　
出
の
話
●
　
り
仲
”
ホ

．
，

●
忙

の
傾
向
が
　
――■
見
え
た
‥

●
う

”
■
わ
●

ま
す
　
Ｆ

Ｏ
人
上
の
限
を
滑
■

●
「
■
ょ

う

●
い
う
意
Ｍ
¨
ｔ
ｒ
あ

■
■
つ
て
‥

う
　
ヽ

，
ラ
ス
化
は
１
●
●
連

‘
了
　
■

＝
う
命
ｔ
，
に
な

，
テ
五
４

●
‥
　
〓
■

●
記
ｔ
ｉ
＋

ル
供

●
　

つ
の
共
い
的
■
■

，
〓
負
ｔ

ま
す
　
●
一イ
酬
弓
――

”
発
展
‘
＋
　
北
・‐１，

の
中
国
民
Ｉ
紫
け
の
●
●
―
ド

．
■

●
′

，
ｉ
ｌ
円
）
■
お
さ
‥
〓
な

一
■
〓

●
デ

あ
‘
●
ｔ
〓
う

，
　
民

，
■
当
●
ス
●
■

―
ケ
ス
ー
ラ
イ
ビ
■
―
”

一
，

●
〓

，
■

純
山
・
を
＝
●
ι
´
い
〓
キ
　
“
■

〕

―
―
タ
ス
●

，

■
製

０
■
ｔ
垣
´
■

・う

と

Ｏ
ｉ
ｔ
図
‘
―
　
■
■
西
―■
●
■
―
ケ

ス
ー
ラ
ｔ
〓
‥
■
１
‘
〓
ｔ
‘
■
　
　
一ａ

を
千
性

に
，
■
●

，
　
い
　
一一長

ぃ
債
続

の
あ
ら
中
国
”
川
■

１^
詞
　
■
一別
ケ
〓

〓
〉
を
改
虫
ｔ
満
＾
技
術
を
■
烈
な
訓
錬

で
，市
う
´
　

■
■
同
採

つ
強
■
訃
計
を
＝

一
一〓

―
●
一め
，
１

，
　
――
本
の
■

，
”

川
弓
‘
は
思

い
―

一
”
”
〓
ｔ
ｒ

，

１
本
”
川
弓
′
徹
底
日
●
改
ｔ
ｔ

演
奏
技
南
を
川
ｔ
ｔ
ｔ
見
て
は

，
，
ｆ
ｔ

ｉ
，
　
擬
Ｌ
染
器
●
●
　
一
Ｌ
凛

■
こ

の

か
，

ｔ
〓
百
〓
い
‥
●
〓
■
●
つ
●
眠
Ｌ

，
あ
●
過
ぎ
１
■
　
”
”
来
‥
Ｌ
■
に

，

０
わ
　
■

●
●
・
■

，

い
■
〓
●
彗
〓
■

く
ｔ
ｉ
ｌ
‘
　
』

‐―――
”
力
■
■
４
１

´
〓

■
　
〓
Ｉ
●
せ
て

，
■
４
●
改
■
〓
■
＝̈

´
０
だ
‥
！

●
１

，
　

，
■̈
”
―
―
ア
●

ド
ラ
を
＝
来
袢
ｒ
Ｆ

ｏ
出
す
〓
‥
■
■

表
ｔ
ｔ
中
ｔ

　́
一
‘
い
て
〓
”
●

，
＾

，
た

十
１１
災
●
■
日
の
影
に
文
氏

，
〓
う

ス
一

´
ｉ
ｔ
ｉ
■
一
　
１１
■
●
民
”
■
４
１
１
ケ

ス
ー

，

＾
の

一
■
程
ｒ

●
い
う
”
‘
＋

，

●
●
　
´
ｔ
〓
〓
ｌ
ｒ
常
収
ｔ
ｉ
十
日

●
１

一
ｔ
鮒
し
ま
１
た

―
　
　
一
つ
批
率
■
　
■
■

―――Ｉ
Ч
ｔ

”

促
延
´
■

　

■
，

●
ぇ
＝
分
は
■
■
●
■

一
　
■

　ヽ
■

・
語

●
，

ィ
■
　

，
詢
”
川

や
ｔ
ｌｌ、
ｔ

，
■
絆

●
ち
，
〓
●
　
Ｒ
詞

”

Ｌ
■

，
，

■

，

″
●
●
‥
ｔ
●
′
現
代
＝

●
↓

，
由
‥
〓
■
ｋ
■
‘
■
一
――
●
出
”

●
‥
‥
〓

●
ｔ
ｉ

●
た
■
で
■

，
　
曲
′

■
●
は
何
を
■

一
■

●
る
の

，
●
●
１
■

一
Ｉ
〓
´
”
ド
画
を
〓

，
●
●
る

・
　
社

，

一
嘔
Ｌ
地
一
‥
■
●
ｔ
く
〓
●
〓
十

た
■
”
誤

，
〓
■
語
同
ド
で
十
ｒ

　

・
´

・
■
●
■
ｔ

●
”
ｔ
ｔ

，，―
´
川
町
ｒ
ｔ

，
　
、
■

，
ｔ
‘
え
〓
雄
●

他^
●
二
■
＾

●
‥
●
　

，
メ
リ
ウ
″
ヮ
ー
ー

，
¨
■
¨
一

，
ス
を
含
↓
で
世
界
の
■

つ
ｔ

●
イ
〓
〓

地
●
ｒ

，
　
べ
●
カ
レ
、
唱
よ

頭^
●
〓
¨

一■
■

の
　
常

●
■

●
ム
で

、
‘
”
で
あ
´

て
　
■
　
の
性
■
的

，
原
理

●
〓
Ｕ
ｔ
ｉ

！
れ
　
卜
■
、
来
ス
■
■
ぉ
′
さ

●
の

，

サ
イ

，

●
〓
　
、
来

の
■

，１１
の
訓
咸
を
う

●
た
―Ｉ
Ｉ
”
●
来
〓
♯
　
■
■
●
ム
の
■

曲
を
よ

●
‥
―
た
　
ｔ
■
允
●
〓
ｔ
ｔ
●

出
来

，
　
ル
■
ｔ
ｌ

，
あ
●
‥
ｔ
ｔ
　
ゃ

れ
Ｉ
ＩＩＩ
米
‘
の
だ
‥
思

●
た
０

●
で
、

口

８



中島蜻子
生に流正派家元

中た,1卜 たさ
`モ

と山0[そ 人に■な
=富

:出 [慮 lr喘島 そ tま で ざ お  じ 円 を ,れ な Iな ■
う た 索 曽 ■ 入 金 う  全 富 ,の ■ 苫 せ ,,た 索 智

'入
全 , 全 X'の ■ gt, ど  な  'ま

,(,業 ,れ ,,然 の 本 員 ヽ ら 力 m tt t=、 来 諄 ● T=ι サ
え   □ ぐ  に 遺 は ヽ

「 "ι
の と を ま れ ヽ に 面 ん 【 oた ら

,イ ぎ ヽ

`|, 41さ `暉
日 t`` な

=■
素

, 使 =   1111,,■ t l● 11= =り _` ■  1,
■   1, `| = :   |‐  ■

'1 1 
●   : ′、  , I II ■ ■ ,t t=  ● =

■  を ,|,, ●
=|‐

′
'. ,, t“

|,II'=t ll‐

度
量
の
広
さ
で
邦
業
界
に

寄
与
す
る
正
派
邦
薬
会

色

々
聴
―

　
■
・　
■
一
ｉ

ｌ

お
僣
古
人
口
が
広
か
っ
て

邦
楽
が
発
展
を

´
●
〓
ｔ

山
口
　
′
れ
は

●
い
こ

，
ｒ
オ
●
〓
　
そ

れ
て
′
取
訳
腱
は
　
■
古
奥
の
物
て

中
島
　
古
興
‘
新
し

い
拘
も
し
々
‥
　
竿

付
の
方
も
や

０
て
ま
す
０
‥
よ
祭
院
ｔ

い

，
の
は
正
派
ｔ

●
う
人
〓
な
峰
派
の
中

の

一
部
分
な
ん
で
す
　
本
当

に
泰
入
て

お
挙

″
好
き
で
や

０
て
い
る
人
＝
が
多

い
人
了

す
ね
　
そ
の
人
Ц
が
大
切
て
　
専
門
家
ば

か
０
し
ゃ
絶

，
●
邦
”

は
発
展
ｔ
な

い
を

／
　
　
　
　
パ．

で

`´
!｀ 山

=■ す は ず ;岡・
〈 ね

'少
れ  て

ん   の
`饉

い
て お お う ‐ ●

`す R積 0■ に
=か 古 ● ぎ て

“

の
ら 十 人 ● う

“

て
る 口 ま 状 だ 十

=て し 態 ,ヽ
:` `=て

=τ う  "0

まCi雰 澪
ζl:響 【

i:::孟 |[り せ出:::暑 :itii

κ イl llう の の で う う  思 に 伝 で [何 ● ッ

山
田
　
正
派
■
楽
院
で
０
う
０

，
お
ｋ
凛

の
悴
楽
之
都
先
生
メ
お
●

●
●
■

´
■

●

イ
■
●
〓
　
人
資
な
足
計
を
州
柘
つ
郎
来

史
”
十

●
■
ｔ
て

，

´
ｔ
一
´
‘
十

●

，
れ
メ
■
成

に
■

●
毬
デ
●

　́
１
　
●
●

‘
十
が

中
島
　
今
年
は
お
”
“
摯
で
　
十
＝
年

山
口
　

，
楽
生
は
何
人
て
―

●

中
島

　

・
，
　
百
人
正
く
な
る

，
ｔ

，

●
‥
ん
し
た
　
ヽ
■
ヽ
の
■
戊
会

，

山
口
　
●
Ｌ
会
の
よ
摯
や
，
●
・＋
ｔ
ね

“
年

一十
　
円

，
人
位
収
る
の
に
■
何
人

て
１
●
”
応

，
者
″
あ

，
１
■
ｒ
ｔ
，

そ
９

，
〓
０

，

●
―――
は
，
分
”
　
　

，
，

ｔ
●
な
く
て

，
四
分
の
　
く
１
●
ｉ
ｆ
ｔ

皆
止
派
■
索
た
の
４
一Ｔ
ま
た
は
こ
ム

，
，

■
●
ろ

‘
い
う
方
　
〓
う

，
‥
思
う
ｔ

，

実
さ
●
た
方
ち

中
島

　

‘
て
千
葉
〓
‘
‥
●
●
■
●
育
成

全

＾
行

っ
て

，
ｔ
ｉ
〓

”
―――
卜
ｔ
■
で

，
Ｆ

一
　

，
１

‥

Ｉ

”

■
―

〓

，

．
　

１

　

１

〓

Ｅ̈
　
一
●
　

　

一
●
　
一̈
●

一に
■
〓

●
　
　
　
　
‥

一
一
■
●
¨
●
〓
■
μ
●

■

一
■
　
　
■
山
■

●
■
一
■
　
―
〓

ｉ

　
　

　

＾
“
●
●
　
〓

●

一　
１
　

　

一―
‥

　

　

●
′
■
‘

●

一　
一，
　
　
　
　
■
●
　
‥

ヽ
　
　
ト
ー

一
　
　

―

―

　

●
″
　

　

、
「
　
ヽ

〓
■
〓

一
●
―‐
〓

一

●

中
鳥

　
　
　
〓
　
〓
　
●

■



■
を
＝

中
島

●
´
　
ヽ

″
一
う
は
　
ヽ
日
Ｌ

そ
れ
を
大
切
●
じ

あ

る

■

に

だ

‘
つ
あ

ぜ

●

ま

す

　

●

，
十

●
■
●
●

」
一
　

一
　
一

さ
ん
あ
‘
訳
イ

〓
＝
江
■
―
‥

Ｉ

´
　

一
●

せ
　
今
社

い
ヽ

た

●

●

，

人

●

〓

●

，
た
ヽ

で
作

一
´

´
　
¨
●

，

　
，

　

ｔ

に
生
き
る
力
を

一由
界
に
期
待

Ｌ

一「

■

´
●
■
■

―
¨

，
　
●

ｍ
“
〓

ｔ

　

う

，

　

ｔ

●

，

一

，

ヽ

´

¨
　

　

　

　

　

　

　

一

つ

て

―

，

■

持 現
て

，
詢
な
ヽ

ヽ
メ

ｔ
ち

ヽ
´
●

持

っ
´

Ｆ
絋
一

山

岡

■

●

ｔ
ｔ

，

１

〓

●

〓

れ

ｒ
を
■

一
て
ヽ
‘
ル

く

●

一

●

〓

●

■

―

い
●
■

い
〓

い

，
〓

１１
，

の
０

て

た

お

て

い

●

〓

ス

う

〓

―

師
部

の
――
”

Ｈ
Ｆ

ｔ

Ｌ

ｔ
ｌ

，
，
‥
い
●
■

●
●

一

え
方
向
●

プ

‥

拿
■
い
´
―

気

ｔ
ｔ
ｉ

●
■
●
●
一
〓
´
〓

，
ん
で
す
●
〓

成
会

で
持
■
―
‘
〓
‥

●
，

別
つ
縦
贅

，
限
●
■

●
　
■

●

■
件
”
”
川
″
１
０
■
ｋ
ｔ
ｌ

い
な
ム
〓
「
半

一
‥
■

，
■
〓

″Ｐ
胸
■
¨
Ｌ
‘

，
■
ヽ
●

，
〓

い
ｉ

，
　

■
●

´
■
〓
ス

の
あ
る
時
代

●
刊

●
ギ
ー
●

”

場
可

，
あ

●
‘
　
↑
ｌｔ
〓

´
く

―
ナ
■
〓
●
″
ｆ
■

一
´

，

は

」
――
´
ｔ
〓
●
´
―
い
人
”

´
●
く
´
〓
う

０
な
‥
●
引
‘

，
一
●

〓
“
ま
た
甦
ｔ

●
■

，
十
五

い
，
■
‘
′

●
●
同

一
´
４
術

●
〓
知
ぎ

●
〓
●
１
＋

０
　
■

●
〓
で

，
な
●
´
た
こ
‥
′
や

ま
す
■
■
●
　
一
ｉ
■
十
¨
十
ろ

山 岡 知 博 伸

´
=`●

山 ‐ ,ム 」 使 =中 =il[=山 1ぺ 中 ‐ ´ 11
′ | ・ 岡 ■ イ

=|  
■ ● =た '同 る 13■ |■

'11'| ■  ■ ヽ it i[ る  作 テ  註

"['卜 ■ ■ ,● = tr教
■ ゃ し ,イ ら い ● 品

':[‖
ユ

,,   ●  ´       ,  ‐   1  ‐′      ―   ●  |I  Ⅲ   ■   ,       ,           ´

山円知I●

玩、HK丼訂備為
:・ ::i: :::::| :lli1li l::

に 自
は分

黒 8
を て
持 た
つお
て弟

子

中
島

　
，
ち
な
ん
か
だ
を
　
倒
ｉ
ぼ
後
０

，
”
子
さ
ん
が
四
人
の
会
ｆ
　
古
＾
さ
ん

本
社
さ
Ａ
　
ヽ
越
さ
ん
　
桜
丼
さ
ん
が
＝

奉
古
楽
条
団
τ
活
動
し
て
く
‘
て
し

，

よ
そ
の
Ｌ
機

に
薇
え
て
も
人
火
人
な
だ
●

の
も
の
が
も
う
ｎ
分
の
中

に
育

一
た
人
ｔ

が
行

，
１
せ
ん
０
；

０
　
で
そ
う
す
る
〓

＾
，

Ｌ
こ
の
織
制

，
の
＝
讐
ι
違

一
て
す

０

く
の
び
の
び
‥
仕
事
ｔ
て
　
そ
こ
‘
た
く

さ
ん
経
験
し
た
も
の
を
絆
町
最
後
は
ζ

●

て
帰
‘

口
円
　
そ
薇
が
ま
た
栄
費
に
な
る
あ
け
で

す
ね

中
心
　
す

０
て
イ
労
せ
て
爛
ん
だ
も
の
を

，
た
人
を
育
て
る
時

に
教
え
て
く
れ
る
τ

し

・　
だ
か
ら
　
全
部

こ
，
抱
え
込
ん
ｒ

で
私
自
身
の
力
が
そ
＾
な
●
な
い
の
に

，

分
よ
，
卜

●
置

●
で
お
こ
う
‥
思
う
‥
憾

月

に
戻

っ
て
く
る
も
の
は
な

い
け
れ
ど

違

っ
た
所
ｒ

，

っ
た
も
の
を
出
せ
て
首

っ

て
０
ら
か
ら
得
し
て
る

っ
て
い
っ
た
１
変

″
＾
で
す
●
〓

山
田
　
嬌
ｒ

，
Ａ
は
こ
れ
だ
け

，
自
分
の

力
を
主
の
上
で
■

っ
て
ら

ぅ
し
●
●
上

に

こ
の
ヽ
人
輌
ｒ
ｔ
‘
　
そ
れ
て

一う

０
，

颯

，
自
由

に
の
び

の
び
と
自
分
の
派
の
方

を

い
●
意
味
τ
い
が
し
て
４

●
し
や
ら

中
心
　
え
え
　
８
由
ば
か
０
が

い
●
の
で

は
■
卜
ん
で
す
●
〓
　
ル
の
な

０
人

，
■

ｎ
に
さ
せ
る
の
は

，
く
な

い
し
　
そ
〓
の

見
極
め
を
お

，
ん
と

，

っ
て
い
な

０
１

う
ち
は
摯
史
が
あ
る
の
と
全
国
に
散
；
ば

´
て
る
の
で
仲
間
は
と
で
も
数
は
あ
る
ん

，

一
〓
●
●

■
●
り

■
五

中
島
　
牧

，
前

ヽ
，
い
”
Ｌ
ヽ
つ
　
――――
‘

一　
●
●
”
は

，
―

，
¨

，
●
４̈
〓
〓

●
べ
●

〓
■
●
　
¨，

十
１
●
　

，
ス
一
十
　
　
一

‥
●
ん
ｉ
■
で

●
０
「
紙
●
〓

・
ｔ
ｌｌ■
代

■
”
●
´

山
岡
　
去
十
１
●
載

，
Ｆ
夫

●
ｔ
´
〓

，

一
　
あ
つ
ブ

，
，
，
■
人
■
な

，
「
ｔ
■

ｒ
〓
”
■

＝
を
”
め
る
０

●
姉
ま

´
ｔ
”

，
●
戊
ｉ
‘
あ

■
■
■
〓
十
　
収

，“
、̈
■

，
■
”
■
く

一
一　
●

，
■
し

，
↑
‥
〓
●

‥ｉ
ｔ
ｒ
な

い
●
●
十
■
●
‥
　
ｉ
ｔ
判
”

衛
ｔ
●

，
″
今
〓
れ

，
た
―――
´
〓
一　
●
１



∫8:|:前 ]1111ら 身 
うる0本 ごι者よtit破 牟籍甚Ⅲ1 2オ 火
't 

の , の ,1

'11-ス
置 で う す ア 定 衆 化  ■ ■ ,● た 首  ■ だ ● ■ な 平   ● が

',i|`わ
`_年

 =い 」 の '■
来 の 争 が ●  人 ン を

そ ,ヽ ~■
=='t「 思

● llう の lι 峯 撻 ■ 所 ● 囃 嗜 消 て 競 HIの i

]勁  つ は 1治 に 次
''の ^の 七 0い

|

■

!雰 !詫 格よl垢 盗'(Ct?吉 :そ ■1`玉
の を ■ ζ (う 薇 を ブ わ 言 ■ 昨 さ 道 下 探  ら で 何  移 綿 ll″ ■ 収 入 を

キl,峰
'“

R‖ 」:葉・ 代に
`  

むだ亡
1黛 [負 T」 ll,「′′ |ヽ  = il = = オ  「     (戦‐t'外   オヽ ● ′

`′
′

|ヽ

=町 =,オ 「 (1'昇 t^さ 0・ 1の 1

」Lli) i`1,#`‖ ヽ軒"ラ・ =な
tの で,`ヽ でとう市で

十 之 i  ́r、 ,1 ,t     , ,'件 1'

11111 :|:イ illtilili::|lli』 :|::

あ i′
'II:') |=^こ

■ た  の
1喘 す 代 底  |′ lι

^・
,●1,li l●

た を ■ を ■ ス |,Iは な |「

'tだ
■ 'tt人 台 ,uJ′ |■ ■ t零 ■ =`よ う

た 0',に |‖ ;= で は [;人 え

=  ‖ て つ

`i t,■ `,i`:==||る ● =● =ヤ
■ さ え .な な

ち ‖… 釧 (「 ホ :`● ■ 千111,1~li41,W:=

ｆ

　
´
●
´
●
一■
一
■
′
一
，

，
　
■

一

■
↑
山
ｔ
ｔ

，
，

．
，
●
●
・
一　
●
‘

〓
の
人
気

の
編
」
〓
〓
驚
―
＾
●
　

「
〓

”
●
　
く

、
り
方
‘
〓
亀

●
　
↑
■
で
０

ｔ
■
―

，
メ
発
ｔ
ｔ
＾
オ
■
ｔ
”
〓
塚
串

彦

′
●
デ
　
●
‘

製

ｔ
”
１

●
性

口
”
■
，
′
ナ

¨
１１１
や
鋼
由
―
”
〓
人
気

●
，
中
　
‥
た
　
名
古
早
〓
地
髯
●

´
シ

ｔ
十
イ
ギ

ー
を
使

●
ｔ

，
，
メ
十

●
Ｉ
”

仲
一
Ｌ
鍬
て

、相
７
一
を
“
洞
ｔ
た
　
前

月
に
は
た
の
作
品
演
養
資
が
聞
か
れ
た
が

そ
の
検
”
は
邦
祥
を
問
わ
ず
　
極

●
な
楽

器
を
取

，
入
れ
て

一
味
級
の
可
能
性
を
迪

求
ｔ
よ
う
ｔ
ｔ
ｉ

い
‘
　
地
歌
黒
‘
は
●

井
秦
和
が

い
る
　
海
外
公
ｉ
ｔ
ｉ
く
こ
な

，
　

国
内
で
の
活
雛
ｔ
＝
を
引
ぐ
　
Ｉ
Ｉ

●
し
代
目
を
軽

い
だ
渭
元
廷
員
太
夫
は

同
村
督
太
郎
ι

い
う
名

の
■
”
螢
役
イ
‘

あ
，
　
テ

●
ピ
件
０
だ

っ
た
　
こ
れ

，
４

の
活
顕
●
期

，
ｔ
た

０
１
〓
あ
　
表
■
人

を
ヽ
日
澤
懲
晏

胴^
中
慾
策
ｒ

　ヽ
六
月

財
浩
よ
舞
場
で
の

一
天
下
岬
免
・
‘
■
代

認

●
〓
‘
義
人
夫

〓
比
ｎ
ｔ
た

　

，
味
線

の
現
代
‘
”
‘
■
を
引
て
の
は
工
●
哲
子

ｔ
ｌｌ

に
，

の
山
田
ｎ
美
ι

一
Ｉ
Ｕ
樹
上
報

●
，
十
１
１
一
ｔ

●
，
　
峯
例
で
■
嶽
的

■
●
レ
キ
ー
ト
を
開

い
た
　
〓
こ
で
生
〓

れ
た
‐―――
，
二
曲
”
‘
　
■
怪
■
味
濠
●
〓

佐
農
頑
弘
　
尺
人
の
中
―ｌ
ι
同
ぜ

●
，
●

輛

●
〓
楽
〓
　
贄
′
く
●
′

，
・
ン
●
せ
て

い
る
　
岡
田
修
は
　
匹
狼
的
″

，
せ
ｔ
ｔ

活
耀
滸
ｔ
Ｌ

尺^

＾
の
一
ぶ
ｔ
組
＾
だ
０

ｔ
し
´

Ｌ
‘
が
）
共
■
●
■
峡
●
れ
た
「́

の
祭

，
・
‘
！
　
■
楽
担
当
ｔ
ｔ
ｒ
〓
の

力
魚
を
■
綽
せ
た

尺
八
　
や
　
Ｉ
Ｌ
線
ｔ
ｕ
を
追

っ
て
■

い
た
が
　
〓
の
他
で
は
　
ｔ
ｔ

●
円
川
疇

祐
　
後
蘭
強
城
　
壊
田
美
子
が
　
■
に
宮

田
ま
ゆ
み
′

●
る
　
ま
た
民
も

″
伊
藤
多

喜
二
　
凛
山
の
ロ
ホ
武
事
は
十
ｒ

●
　
■

代
民
出
　
現
代
演
血
の
軌
―
を
し
´
　

，

現

代

邦

楽

事

情

２
１

k

イ う 常 る LI=tti村
ル 常 ヽ  取 ■ 依 代 i`冷

:I; |:`↑ 1::
の 弘 り:  =  ■ t lЧ  J彗
1`衛  現 古 「 た ‖ ll圭

サ 1111:イ lit ttifォ ::[:島
= , う  `ヽ 1: ` え ィ π  , t :  、  ヽ だ |,

:■ =)|:  =Jを   ,う
= 

う ス
=」 .=I=``[k, チ 11,ti lう
"で ,f■ ィ  十 ら ,ぇ  ftlせ で だ ,1 11

: ,| = |´ を オ ■    た   な ● ,ま   ま =   '1

邦
秦
シ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長

＝
　
中

“

●

|

を
収
出
■
‘
矢
野
●
空
　
■

．■
　
北
詢
亀

を
ｉ
ｔ
●
ケ
■
〓
活
躍
”
”
〓
１
１

一
一

１
た
菅
原
久
仁
姜
―
ケ

●
ｔ

や
つ
″
‘
漱
　
所
■
を
■

●
●
た
●
１

て
　
〓
”
琳
習
■

●
ヴ

´
●

，
ｔ
〓
”
吉

嶋
克
彦
　
外
■
〓

，

，
慣
”
■

●
栞
林
秀

明
　
＝
●
　
予
　
―

●
〓
●
●
　
―
■
■

を
‐――

●
´
サ

，

，
，

●
Ｆ
押
″
慎
円

ｔ
Ｌ

●
た
水
野
利
彦
■
＝
●

一
　
　
ｔ

●
‥
Ｉ

肝
＝
“
入
０
ヽ
く
」

●
■
■

，
・
「
＝
‘

●
一
●
‘

　̈
■
〓
円

，
冊
一

古
崎
”
ｔ

●
　

―

■

●
一
　

■
　
ル

ｔ

■̈

●
〓
■
■

●
　
ｔ

¨
■
■

●
〓
”

■
―――‐
●
　
　
●
満

●
■

，
■
■
‐―――
●

，

語

‘
ｌ
ｔ
ｉ
●
〓
●
■
　
一一
■
　
判
●

，

一じ

＝

，
，
●
　

１́

●
■
〓
■
う
０

，

―
デ
ー

，
４
■
●
十
■
‘

●
〓
●
ι
　

●

た
驚
―

＾
〓
〓

・
●
　
一１
■
一

　^
■
川

‘
一
合
あ
■
´
川
ｌ
ｉ
■

●
■
ｔ

ム
　
ｔ

■
●
ｔ
ｔ
ｉ

●
ｔ
ｔ
　
ｔ

●
１

●
●
〓

―
て
ユ
ー
＝
ｉ
　
彙
■

一■

■
一
〓
■
＝

〓
＝
販
〓
完
ｔ
す
■

・
一
・
　

■
■
■
性

，
‘
〓
〓
ｎ
´
・‘

●
見
■

●
■
●
一
■
■

れ
， ′

起
ヽ

，
　
●
‘
　
人

，
●
一
■
■
卜
一性
●

■
＝
〓
　
■
ｒ

●
――
〓
■

一
一　
一
‘
ｔ
●

，
　
ｔ

，
●
γ
〓
Ｌ

●
Ｌ
ぎ

４
´
ｔ
ｉ
●

た
　
●
■
　
古
■

●
＾
る
――ｌ
ｔ
ｔ
＝
　
―

■
円
〓
確
■
ｆ
　
■
■
４

●
，
´
■

，
●

仲
０
■
に
〓
ら

，
　
や
――――
人

●
●
氏
■
●

叫
〓
●
〓
せ
て
久
ｔ
●
″
　

，
４
は
　
■

■
●
●
ｉ
吐
―
あ
‘
出
つ
ｋ
■
●
■
＝
”



ロ

|,

櫂 躙

尺A● 三味||の

月刊イベント情報諄

includes info「 malon
in Eng sh

23=(m■ 5月 ,

2汚 (眸
`月

)

2o■ (m=o月 )

2諸
`臨

2月 )

2`号 (田年,月 )

a号(眸
'“

}

定価 450円
年間購躊 -5400円
半年嬌配 2700円

梃 料サービス )

☆20～ 6号までは定価3"円

発 行 /邦 茉 ジ ヤ ー ナ ル

〒1田東京都帯宿区属田用増}∞鯛

グリーン八イツ舘 ●∞■田
=□

剛懸 薔墾 |

爛 36"邦 豪ジ●―ケル

●あ解
"`勲

渕壺鳳
如
・ ― ソ

・
―,,,そお●陸

′

|バックナ ン′■ の こ案 内

∝号

“

時■月, ●ti:|●をうえ
`

08号 (銹,明)澪桑●メi掛人たヽ

配号(藤 g月, 1つ11,1'

31● (臨 8月
' 

去葉せ嬌卒

:0■ (麟 7月, ■■ ,■ ●文ι

2場 (藤On,-11,it

ｎ
■
―
　
呼
出

”
一

―
　
　

　

　

一
●

●
●

●
助

４
＾

月
あ

一
一
　
―
一

年
を

沢
丼

↑
回

活
動

ア
ィ卒

一　

　

　

一

，
〓

ヽ
¨

一
■

一̈
一^　　、

´
　
一

創
立
十
周
年
を
迎
えヽ
た
日
本
音
楽
協
会
合
奏
団

「グ
ル
ー
プ
・

々

`

lili
L

中
=明

―

ず

溝奏中の 'グ ,● ―ブ みすほ

■
ｎ

■
■

”
　
）



■ |′‐■ t  ‐ t,,表 「 出 し ,■
● ● 亀 ■ ″ ● 同 ,| ゆ え し ■ |l i

lで  ‐ 11辱 て (■ セ  ,,:
■ t, た 1'1樹 来 人  :尺

“

 リ
■ 人 [尺  ~r,つ を 十

`|ス
 1■

・,,:6,t合 ,  ・ ;:樫 楽 [1 =|
,夕 の t^1 キ て う tを 件 ゃ f `
■ ヽ て ス ●l `●

=‐
■  ●

`“
,

を ‐ ■ ,t t●
`II,●

t■  ●,
,((IJ,[ス ●,大

'0■
楽 Rネ ヽ

■ , ■ ■i■ ワ 1′ 的 :〈 う ど ,tiギ I■ ヽ せ
'I =デ

| ● li
● [そ よ ■ ||・ lk ■  よ  [「

:■ i`11サ 含 [イ 1,^・ ・
需iた て

`る
,^=背 ′ が う il ●

● ■ で 樹・ ,h ● it,, に ヽ 来
=t`=,1 

ヽ 1■ レ 輌 :11古 察

iillll:il:↑ ‖|lil
当iΨ :品 Iサ |'ビ リ」F価 :i

,1:I"が た  ''1)を  =11

第
‐０６
回
定
期
演
奏
会

合
唱
　
声
を
伴
う
作
品
特
集

11響 モ ●,■ い う ■ ,,`=,'′ ′ ● ′
、 ■

^,|‐
,i t=l

=、 ‖ 彎 tを
`|:4■

t,1=可 :, .■ ■ ■ し , せ
=七

十 各 1‐
を ■  1絆 楽 t,■ ■ ■ ,111 1[■  1: ,′ , `|,`|1世 ,

11ま た 男 itilfil:iⅢ lllit111::1型 高 !
化 |,t'後 」 :■ ,● 1■  ■ ‖ イ を ● ■ し 1● 発 [==I I,1■
■ t''ヽ ‖ ,:■ ●illう t il,I`|  ||イ ■ ■ =I  ‖マi11

1111,|::illil:|lil:!1:!:!11 ill
さ を う ●  Fi t破

='●
● ,t=rt● 1想 りRた = ■  ,|1多

を tた 思 =イ ^・
つ を な

=・
,t_`[0',像 を ,,||ヽ ■

‐  セ 111
‖ :4■

`|“
う て ,I I■ ,゛

=た
わ ■ [女 性・,● ,|せ   リリ

[1電 :|..=|∵ :〔

'1「

■ `IF l'F`:1:家 |: !11
イ i■ せ ,01,1‖ あ ■ 1',■ ‐ tを

'=´
■ ||^i′ , ■ 1● 簿

第
‐００
回
定
期
演
奏
会

ア
シ
ア
の
中
の
日
本
音
楽
　
日
本
音
楽
の
中
の
ア
シ
ア

富
格
　
味一

一

一

一
●
　

一

■
■●

．第
‐０９
回
定
期
演
奏
会

邦
楽
器
の
祭
菓

●
悴

1 勇協槻せ摯.=:十 111川 1:
る ,器 め ,Lが ‐ ● 夕 1,′ 子

・     れ ^,,11入 :た
'●

1ヽ イ 絆
た ′, れ 1● ● ● `つ く ,411
窓 '`た め の t●

`●
1.tF

t,li感 も 0た L t il l破 ι 贅
t●

=t, 
劇

“

|,メ|:1● ,

● イ 1イi(3Hi/1'′ it l● ■

`二

十みた●I・ 奉II準 虚
=III:綴

“

!

i,il:::i‖ 111二 i〔 ili其

!|:Iili:1:;rli↑ [lli

| |■  11●
=∠

 ● 0¬ 倉
,   11  ́rl l ■ :== |  I FI , ,1 1,

111i1111:1::::|
111111・・1‖ 1ヽ11‖ :li

l111111:liI:|::Ji:||||li:illlll
^■

● ● =風
′「 ム た o', 1

`贅
る 侵 k共 ル ●

'■
,(る 方 J「

社  ‖ 1ぺ
===||●

 ,こ ||

II協 :捉 ↑il=|卜 法.|:1
サさ」iJi「 11「 変■51:,
1:Ⅲ :[:`:IIII:|lil;iT二 l`v客 Zリ ヨ・島■iぎ lt

ロ

|]

日
本
音
楽
集
団
定
期
演
奏
会
か
ら



¬

〒Ⅲ■ 奎中
"i籠

本
'お

,1,・

,●■ 0,18,, 01,4

「

劃

免山銘尺八F

琴 古 都 |`各・ ほ 麗 l■ ■

特 製 品煤 竹 ι各 ■福 |ま す

木 本す党 |□

●11■3■ 11櫂都ネ上
'′

●1● ,,

T=L12,`■ 21∝

●
_lfI

「

ヽ
ロ
ー

一　
　
　
　
　
、

ヽ
０

―ラン●―ルに疼える作臼家たち 前列左から
=ホ

稔 山本百祀
¨̈
一
　
　
¨

日本の

“
■山鶴尺バ

指輝 青島広 t

＾
〓
構
■
颯

素
川
欣
也

米
〓
浩
〉
の
納
ま
う
に
よ

‘
ポ
リ
ツ
■
〓
′
夕
あ
●
い
は

ヽ
，
０
フ

，
〓
ク
な

力
強

い
流
動
が
け
立

つ

′
●
グ
う
ム
の
最
初
は
　
■
沢
勝
餞

＾
子
供
の
四

千
）
だ

０
た
　
日
本
音
楽
集
日
が
発
足
し
て
ｉ
ｔ
な

い
　
た
六
六
年
の
■
詢
だ
が
　
の
ち
の
規
範
‥
〓
‘

標
準
倒
崚
を
子
見
せ
て
０
‘
　
季
姉

●
因
０
わ
ら
ベ

唄
ゃ
祭
の
掛
け
声
な
ど
を
女
”
介
叫
“

，
た

い
　
そ

の
変
奏
の
よ

，
な
霞
用
を
”
楽
器
ア
レ
十
レ
ブ

ル
が

受
絆
帯

い
‘
遣
ム
　
千
節
感
〓
駄
掏
計
を
嗅
す
　
１

た
最
機
の
　
一木
稔

＾
く
‘
だ
Ａ
ど
Ｘ
ｔ
美
の
健
律
に

，
‘
波
“
合
唱
の
た
め
の
カ
レ
タ
ー
タ
）
は
　

，
～

●
以
前
の
六
一
年

，
　
１
ネ
■
楽
ヽ
日
絆
Ｌ
の
導
入

腱

‘
‘
な

っ
た
山
米
の
曲
　
筆
は
ｌ
ｔ
粒
ｔ

，
使
わ

れ
て
い
な

い
　
合
＝
ｔ
邦
栗
番
澪
は
中
栞
的

に
　
南

口
初
構
‥
い
え
上
“
‘
鼓
舞
を

，
■
オ
●
演
秦
τ
倅

わ
〓
せ
た

¨
，

‘

ズ

４

Ｌ^

芳̈

●̈
●

■
●
■
山
●
デ
　
■
卜
´
■

●
　
一
　
　
一

円
毬
が
　
良
ｋ

，
品

，
‘
〓
”
●
１

点
が
指
摘
●

●
‘

Ｉ
驀
い
件
曲

一
十
面

な

、薇
卜
の
職

一
ｉ
ｔ

索
を

，
由
ィ
メ
ーー
本

●

う
珍
Ｌ

い
作
品
て
い
〓

一
　
　
一

一●
一
一

一
●

■
　
●
　
　
　
●

一
　

一́
　
　
　
　
一

一　
　
　
　

　
　
　
　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
一
一^

一

一
　

一　
　

一　

　

　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

¨
●
ヽ
工̈
一
」

●
一

一

＾
ヽ
　
　

●

・
一

■

一
一

一
一
一

一
一

一

一
　

一一
一

■

，
　
　
、
　
　
一　
一
ロ

一●

¨

一

●
Ｉ
●

購
，

＝
■
―
〓

●
　
●

■
，

よ
鯉
●
＝
―

‘
●

■
壼
■

，
●
山
〓
　

●

１
■

●
●
イ
■

一
　
〓

あ
■
ｔ

，
●
■
　
●

，

一
　
一

′

４

　
●

ヽ′

指薇 牧野自多可

●

ｒ

嘔



‐
`l,■

,古 人 で 1  ''|=■  `
||` ,It Ⅲ 収 t・ ● ■ ■ t‐ ■
11千 ::'‖

“
='FI:・ 1・ .:|        ■  |   = |

`|                                                |

=晨
:1薇 lti∴ 」 fl111'111,1

露ヽⅢl｀ 7● 111 1=11'罰
`ltF11=[:l書 ピ|「 デ:; ;::itツ サ:ヽ こ:l「 誓

i「 ,11千 鶯Ⅲ .よ :1,1111鸞 ll:1 台1111:|(1'り il協
■ ′  ´

`|●
1,,「 |■ |

1貨 i:"11↑ :| |;1:14"|::ら 11

||li:1ltlil!ll1ltililli:
′ ‐ |■|:  ■  ~・   , ,       う

::llil:::1 :iilillll:・ ::

1ヽ111ネ 傷実:t議  会与惨L震 }[せ lζ  も,

:|:者 :il:i: :::』 :1:.;』 慧 i:

オ
ラ
ス
こ
（南
仏
）
古
代
劇
場
に
「急
の
曲
」の
響
き

平
安
京
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
・フ
ラ
ン
ス
公
演
（靭
露
麟
糠
智
Ｌ
報
告

ｋ
西
文
減
の
椰

Ｌ
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仁
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澤
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■
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世
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・
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カ
ム

サ

（
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〓
ダ
一
で

、
カ
ム
サ
一
は

、■

謝
・
な
の
で
あ
る

た
と
え
ば
生
ま
れ
た
こ
と
も
が
奥
さ

ん
に
そ

っ
く
り
の
可
愛

い
子
だ

っ
た
と

し
て
　
大
が

、母
■
似
の
可
曇
い
子
だ

な
あ
一
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あ

か
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さ
ん
似
だ
・
と
喜

σ
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す
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シ
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一
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´
〓
●
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、安
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一
一
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，
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兄
や
ん
は
じ
無
理
か
一

と
気
づ
か
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葉
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ン
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ン
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を
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■

々
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ヽ
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ヽ
０
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え
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あ
る
　
楽
慶

は
偉
い

日
本
音
楽
集
団
は
今
年
九
月
　
初
の

輸
国
公
演
を
行
な

つ
た
　
実
に

一
六
巨

日
の
海
外
公
演
で
あ
る

そ
し
て
　
中
央
□
業
管
魔
楽
口
と
同

通
し
　
日
輸
民
族
オ
ー
ケ
メ
ド
う
か
奏

で
出
す
平
和
な
業
の
音
を
各
地
で
響
か

せ
た
の
で
あ
る
　
日
“

の
楽
器
群
は
実

に
よ
く
融
け
あ
い
よ
く
欧

っ
た
　
そ
れ

は
集
■
し
い
光
項

で
あ

つ
た

一
衣
帯
水

の
地
と
し
て
交
流
の
さ
か

ん
だ

っ
た
音
の
よ
う
に
　
我
々
も
さ
ら

に
交
流
を
深
お
よ
う

十

一
月

〓
日
に
東
京
で
　
〓
日
に
は

山
膨
県
上
山
市
で
こ
の
成
果
が
発
表
て

‘
る
こ
と
に
な

０
た
が
　
将
来
的
な
発

展
を
是
非
望
み
た
い
も
の
だ
　
日
本
海

を
中
に
置
さ
　
沿
鷹
の
町
を
巡
洟
し
て

歩
く
と
い
う
の
も
塁
く
な
い
　
も
ち
ろ

ん

一北
ヽ
も
含
め
て
だ

日
本
音
楽
纂
団
も
割
ユ
二
十
二
周
年

を
迎
え
た
が
　
や
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

多
く
な

っ
た

黒^
讐
　
望
）■

]

r‐
‐ ´ ‐ ´ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ´ ´ ‐ ‐ ‐ ‐ ― ― ‐



祝 。日本音楽集団

創立二十五周年

F豪1郵船航空サービス株式会社

渋谷旅3営業エ

==`■
■● ■■‐

ロ

|!

電:呑 (00,780 2002

団体科 1佐藤 本下

新年度会員募集

邦楽{:現代の忠吹きを″

会員
`こ

よる新作委嘱

'占

動

:u力 のあら‖かなかなかλ ,力 らなt  ,典 計

凛協会は (んた希望を しつ
`:t●

,会 ■の力を■めて

ヽ■器に よる|キ ||を

`=‖

家に4嘱 t  iなやネに,1動

ll● ,新‖を私達の「 τ出 させ ていこ うと するしの (

l tiを 円わ りと′●た 〔t大会でき ま ,

.1[て , 1,発 11■
=`,‖

台せ 卜さい

■0諄度晏口作品 1

古松 隆 (R六 ゃ ilたJo
■田暉屁委■作品 :1 初心者のための小呂集 (仮口)

1崎輸高人   桜丼1場 ,

1姉t●1,   宮域 lr

小,FI太郎    ■11 ■      七日発表

邦楽商品券 舞鶴
=瀬

邦棄,■
'わ

キ
"方

●0',|"tえ 0
●本

"滸
|● 0々な0邦楽8店簿,の高出夕

'●
■■|● :0た

澪豪●携●・ ●餞●●

毬■●●

",■
●

“
'`=利

1くだ●

250店舗で
OBホ全国で

=刊
電いただ

`す

0椰楽商畠鼻0

■●温テ●ヽ ● 1`■■,'た●
=て '口

に,■ 0●マ

いら■

“
`0取

糧ヽ8で ,,1■ で
`ま

す

0綺 ,,燎 ●●(誡ヱ●店の商品 技
`■

,―
=ス `●

●
`せ

て
`,“ `● `=゛

ス
'て

,'す
●3象め ,,0,ヽ 店てと,t

最 高 の 品 質

盤
れ
糸

店商
″枝”

一一一

● 言



nl業
'“

和8年

●東海一の実績を誇る

ヽ

01に 店 輌
●            |     | ● '

0●■ ヨ

“

、ヽ●1,■瓦 ●● ,0●●え、●,,,

02躇 お零晨示●は・ ●●●

８

ル仏
「
晰

西 円 露

尺 ノヽ

〒701今治市
～

「谷中

t  i舌  (0898,18-

-1

1257

介護費用保険

,●

l11`保険。,′‖火災はあなたの魯らしをワ
イドにll償汝[まt
あなな0千人降設]i=明 和投常(I険企画 :

健
康
は
ご
家
族
の
大
き
な
財
産
。

だ
か
ら
備
・え
が
必
要
で
ｔ

お,かせ 下さい

ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ

1卜 .・ 来ll J指 定機■供後rヽ理店
明 和 おt,`ネ 隆 企 画

Rヽ 1,原
"1易

 オフ ィス●●・・ 0647

●円火災it卜 :縦漁級橋支Iltr●・ ,3H

|｀

｀

ロ

:1

永い伝続歴 験から倉1り 出される

―新発売
1/1鋭笛 ‐

"F',鷲

―
味線

楽
一和

l             l

●
―

―
　
，
，

豊富な
｀
正水の不Π楽器

″

∞切π楽器
■ |                                   ,,



信 頼 の 品 質

三 味 線

$m;x+e**rte+r
〒637大阪市東成区

東今里二丁目4-6
TEL 06 976 1885

FAX 06197419632

―― およ う。

`う

く,一―

′′ リン

孝島%ス ハ
ん

〒108彙 ,■疼′え■4,`
彙■ヽ

`●
,,2

0イス

`工

,テ颯 † 蒸R`:4),0,

珈 磁怖訴昇ltti‰i壕;鶴綸

蛯T銀 =田ν

t′ レール
1東京ベイビュウ
●54フ6-4277

●  :

この一瞬にこの雄大を′ ■●●●●口,■●●′‐ ■●́ ●―●

“=麺 "わ‐ 4‐ ― t,,,|●′´●― ●■,
ヽ●口●●―‐ ′́   ==
●●

`●

“
…

′●●●
・・ ・・・・

`,●
●●0■●

`●
●●´

'´
″ ン″●●●

‐ ,́´ ,́0● ,●
"転

,●●オ ●●‐
●,,宝来・宝来羅漢

,     ●

`  |   
●  ●

|   '

株式会社アイダ楽器
千 ,,■ ,“■口

`"■
2-`2-'

●03-0,●  4,5
●     ■ ■

邦 楽 器 全 般

″)づみで楽米 え
〒D3     泉佐野市栄町 6～ 1]

TELOフ24(63)1246

ロ

:|

稟,′方面

|l tF

L |





挙を愛するすべての人の繊細な感情を忠実に

音に表現するために、楽器の本質を追求 した挙

日本音楽集団推薦

東京都目黒区碑文谷219¬ 5 TEL(792)848!

オリジナル立奏台


